

















































































する「説明を表す」（金田一 1955, 久野 1973, 寺村 1984, 奥田 1990）「説明や判断
のモダリティ」を表す（益岡 1990）とされている。確かに，




















































































  「明日，ゴルフに行くの？」（守屋 2014）
 6. （現前の事態：外から帰ってきた人の傘が濡れているのを見て）




























 例 A ：昨日，練習休んだね。 １．認識　
  どうしたの？ ２．疑問 
  また，さぼったの？ ３．推察 
 B ：おなかが痛かったんだよ。 ４．答え 
 例　 ：あれ，外でみんなの声がする。 １．認識 
  日曜日の朝なのに，どうしてだろう。 ２．疑問 
  何かあるのかな。 ３．推察 
  あっ，今日は町内会でゴミ拾いをするんだった。 ４．答え 

















































































　次に，110 番や 119 番の応答は「どうしましたか？」であり，「どうしたんで
すか？」といった「の」を用いた表現は通常は選ばれないようである。例えば，

















































































What the Dual Structure Provides in Japanese Language – from the Viewpoint of 
Subjective Construal and Expression of Japanese Speakers 
